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は
じ
め
に

京
都
・
東
山
に
位
置
す
る
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
の
総
本
山
永
観
堂
禅
林
寺

（
以
下
、
禅
林
寺
）
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
作
と
思
わ
れ
る
「
善
導
大
師
像
」
一

幅
が
伝
来
す
る
（【
図
１
】
以
下
本
図
と
呼
称
す
る
）。
絹
本
着
色
、
本
紙
寸
法

は
七
七
・
二
×
三
九
・
七
セ
ン
チ
の
比
較
的
小
さ
な
画
面
で
あ
る
。

善
導
（
六
一
三

−

六
八
一
）
は
中
国
・
唐
時
代
に
浄
土
教
を
大
成
し
た
僧
で

あ
る
。
俗
姓
は
朱
氏
で
、
臨
淄
（
現
在
の
山
東
省
）、
一
説
に
泗
州
（
現
在
の

安
徽
省
）
の
人
と
さ
れ
、
幼
少
の
う
ち
に
密
州
（
現
在
の
山
東
省
）
で
出
家
し
、

後
に
石
壁
山
の
玄
中
寺
に
い
た
道
綽
（
五
六
二

−

六
四
五
）
に
師
事
し
た
。
師

の
寂
後
は
、
長
安
の
悟
真
寺
や
光
明
寺
に
止
住
し
て
浄
土
念
仏
を
実
践
し
一
般

に
広
め
た
と
い
う
。
そ
の
著
書
に
浄
土
三
部
経
の
一
つ
『
観
無
量
寿
経
』
の
注

釈
書
で
、
浄
土
教
に
お
け
る
称
名
念
仏
の
綱
要
を
示
し
た
『
観
無
量
寿
経
疏
』

が
あ
る
。

善
導
の
遷
化
か
ら
約
四
五
〇
年
後
、
本
朝
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
を
生
き
た

法
然
（
長
承
二

−

建
暦
二
、
一
一
三
三

−

一
二
一
二
）
が
著
書
を
通
じ
て
そ
の

教
え
に
共
感
し
、
善
導
の
思
想
に
基
づ
く
浄
土
教
の
弘
通
に
努
め
た
。
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
善
導
は
浄
土
宗
に
お
い
て
は
浄
土
五
祖
の
う
ち
、
第
一
祖
の
曇
鸞

（
？

−

？
）、
第
二
祖
の
道
綽
に
次
ぐ
第
三
祖
と
し
て
尊
崇
を
集
め
て
い
る
。

本
図
は
合
掌
し
虚
空
を
見
つ
め
て
立
つ
善
導
を
表
す
。
背
景
に
は
丹
色
の
高

欄
、
地
面
に
は
敷
瓦
を
配
し
こ
こ
が
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
剥
落
が
激
し

く
確
認
し
づ
ら
い
が
、
善
導
の
見
つ
め
る
先
に
は
三
体
の
小
さ
な
化
仏
が
描
か

れ
て
い
る
（【
図
2
】）。

こ
の
様
な
善
導
像
は
、
長
安
の
光
明
寺
に
お
い
て
善
導
が
念
仏
を
唱
え
る
と

口
か
ら
光
明
が
出
現
し
た
と
い
う
奇
瑞
を
表
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
同
様
の
例

と
し
て
は
、京
都
・
知
恩
寺
蔵
「
善
導
大
師
像
」（
重
文
、鎌
倉
時
代
、十
三
世
紀
）

が
上
部
の
賛
に
紹
興
辛
巳
（
一
一
六
一
）
の
年
記
を
有
す
た
め
、
南
宋
本
を
写

し
た
可
能
性
が
高
い
作
品
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
本
稿
で
は
あ
ま
り
紹
介
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
禅
林
寺
所
蔵
の
「
善
導
大
師
像
」
に
つ
い
て
、
そ
の
造
容
と
伝

来
を
述
べ
た
い
。

一
、
表
現

善
導
は
体
を
向
か
っ
て
左
方
に
向
け
、
顔
を
や
や
上
空
に
傾
け
て
合
掌
し
虚

空
を
見
つ
め
る
。
視
線
の
先
に
は
三
体
の
小
さ
な
化
仏
が
浮
か
ん
で
い
る
。
面

永
観
堂
禅
林
寺
所
蔵
「
善
導
大
師
像
」

	

石
川　

温
子
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貌
は
剥
落
が
あ
る
も
の
の
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
頬
、
重
い
瞼
、
光
を
宿
し
た
瞳

や
白
い
歯
が
覗
く
口
な
ど
が
確
認
で
き
、
温
雅
な
面
持
ち
で
あ
る
（【
図
3
】）。

足
元
は
画
絹
の
欠
失
が
特
に
多
く
確
認
し
に
く
い
が
、
こ
の
奇
瑞
の
善
導
像

に
共
通
す
る
様
に
片
足
を
画
面
手
前
に
向
け
、
も
う
一
方
の
足
を
画
面
と
水
平

方
向
に
向
け
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。

空
中
の
化
仏
は
わ
ず
か
に
唇
や
蓮
台
、
頭
光
の
着
彩
と
墨
線
に
よ
る
線
描
が

確
認
で
き
る
だ
け
だ
が
、
三
体
と
も
立
ち
姿
で
左
方
を
向
い
て
い
る
。
左
方
を

向
く
善
導
像
は
珍
し
く
、
当
初
は
右
を
向
く
法
然
像
と
対
幅
で
あ
っ
た
可
能
性

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
な
お
知
恩
寺
本
や
南
北
朝
時
代
の
作
と
思
し
き
京
都
・

幽
玄
斎
本
、
兵
庫
・
大
覚
寺
本
な
ど
は
右
方
を
向
く
。

ま
た
例
え
ば
、
本
図
や
知
恩
寺
本
の
化
仏
が
善
導
の
口
の
延
長
線
上
に
描
か

れ
る
の
に
対
し
、
幽
玄
斎
本
や
大
覚
寺
本
で
は
口
の
延
長
線
上
か
ら
外
れ
た
上

空
に
描
か
れ
て
お
り
、
後
者
は
奇
瑞
の
内
容
と
造
形
の
関
係
性
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
。
時
代
が
降
る
ほ
ど
に
後
者
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
図
は
初

発
的
な
形
式
を
保
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

法
衣
の
文
様
に
は
胡
粉
に
よ
る
も
の
と
金
泥
に
よ
る
も
の
が
あ
る
（【
図

4
】）。
前
者
は
剥
落
が
多
く
確
認
し
に
く
い
が
、
後
者
は
よ
く
残
っ
て
い
る
。

胡
粉
に
よ
る
文
様
は
左
肩
に
掛
か
る
袈
裟
に
見
い
出
せ
る
。
五
つ
の
花
弁
と

中
央
の
蕊
で
構
成
さ
れ
る
梅
花
文
で
、
周
り
を
点
描
に
よ
る
二
重
の
同
心
円
が

囲
む
。
こ
の
梅
花
と
同
心
円
の
組
み
合
わ
せ
を
最
小
構
成
単
位
と
し
て
田
相
を

埋
め
て
い
る
。
こ
の
文
様
と
同
様
の
も
の
は
知
恩
寺
本
や
京
都
・
知
恩
院
の「
善

導
大
師
立
像
」（
重
文
、
鎌
倉
時
代
、
十
三
世
紀
）
の
袈
裟
に
使
用
さ
れ
、
ま
た

点
描
の
円
文
は
欠
く
が
梅
花
文
の
み
な
ら
ば
滋
賀
・
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵
「
伝
善

導
大
師
像
」（
鎌
倉
時
代
）
の
袈
裟
に
も
認
め
ら
れ
る（

（
（

。
鎌
倉
時
代
に
は
、
こ
の

梅
花
文
が
善
導
の
標
識
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

一
方
袈
裟
の
行
部
分
と
右
半
身
を
覆
う
僧
祇
支
、
足
元
の
裳
に
描
か
れ
る
金

泥
の
文
様
は
、
高
麗
仏
画
に
特
徴
的
な
文
様
を
模
倣
し
て
お
り
興
味
深
い
。
ま

ず
僧
祇
支
と
裳
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
円
文
は
、
高
麗
仏
画
で
頻
用
さ
れ
る
唐
草

円
文
を
模
す
。
唐
草
円
文
は
円
の
直
径
い
っ
ぱ
い
に
三
本
線
の
Ｓ
字
の
唐
草
を

配
し
、
余
白
を
蕨
手
や
渦
巻
き
な
ど
の
精
緻
な
文
様
で
埋
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
唐
草
円
文
は
例
え
ば
「
阿
弥
陀
如
来
像
」（
重
文
、
大
徳
十
年
・
忠

烈
王
三
二
年
、
一
三
〇
六
、
東
京
・
根
津
美
術
館
）
や
「
水
月
観
音
像
」（
重
文
、

十
四
世
紀
、
京
都
・
大
徳
寺
）
な
ど
高
麗
仏
画
で
広
く
用
い
ら
れ
る（

（
（

。

た
だ
し
本
図
の
唐
草
円
文
は
高
麗
仏
画
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
非
常
に
簡
略
化

さ
れ
て
い
る
。
円
文
の
中
に
二
本
線
の
Ｓ
字
の
唐
草
を
配
し
、
余
白
は
波
状
線

で
埋
め
る
な
ど
、
省
略
の
感
が
あ
る
。
さ
ら
に
僧
祇
支
と
裳
に
同
文
様
が
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
法
衣
の
構
造
へ
の
理
解
が
深
い
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、
袈
裟
の
行
部
分
の
扁
平
な
渦
巻
き
を
基
調
と
し
た
文
様
も
、
高
麗
仏

画
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
阿
弥
陀
三
尊
像
」（
堺
市
指
定
文
化
財
、
十
三

−

十
四
世
紀
、
大
阪
・
法
道
寺
）
の
観
音
菩
薩
の
胸
部
か
ら
下
が
る
赤
い
リ
ボ

ン
や「
観
経
十
六
観
変
相
図
」（
茨
城
県
指
定
文
化
財
、十
三

−

十
四
世
紀
、茨
城
・

大
高
寺
）
の
堂
内
に
坐
す
阿
弥
陀
傍
ら
の
比
丘
の
袈
裟
袖
口
な
ど
に
見
出
せ
る
。

管
見
の
限
り
、
善
導
の
法
衣
に
高
麗
仏
画
の
文
様
を
施
す
例
は
珍
し
く
、
本

図
を
特
徴
づ
け
る
要
素
で
あ
る
。
金
泥
の
文
様
は
彩
色
や
胡
粉
に
比
し
て
剥
落

が
少
な
い
点
、
唐
草
円
文
が
簡
略
化
さ
れ
る
点
、
本
来
別
文
様
を
配
す
べ
き
で

あ
る
僧
祇
支
と
裳
に
唐
草
円
文
が
配
さ
れ
る
点
な
ど
か
ら
、
後
世
の
加
筆
に
な

り
、
当
初
の
文
様
が
剥
落
し
た
上
か
ら
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
状
の
金
泥

文
様
が
当
初
の
も
の
を
描
き
起
し
た
も
の
な
の
か
、
或
い
は
新
た
に
上
描
き
し

た
も
の
か
直
ち
に
判
断
は
で
き
な
い
が
、
文
様
の
簡
略
化
が
著
し
く
後
者
の
可

能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

212493_大阪市立美術館 紀要 第18号(82051) 

 

CTP 

 

45 

 

折 

 

2018/03/26 21:11:37

 



─ 46 ─

二
、
光
明
寺
に
お
け
る
奇
瑞
の
善
導
大
師
像

図
像
の
受
容
に
つ
い
て
、
知
恩
寺
本
を
手
掛
り
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
善

導
が
長
安
の
光
明
寺
に
お
い
て
起
こ
し
た
奇
瑞
を
描
く
作
例
の
典
拠
に
は
、
宋

代
の
戒
珠
撰
『
浄
土
往
生
伝
』
巻
中
の
善
導
項
の
記
述
が
相
当
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る（

（
（

。
次
の
部
分
で
あ
る
。

（
前
略
）
導
乃
自
念
阿
彌
陀
佛
、
如
是
一
聲
、
則
有
一
道
光
明
、
從

其
口
出
、
或
其
十
聲
、
至
于
百
聲
、
光
亦
如
之
（
後
略
）

即
ち
、
善
導
が
阿
弥
陀
の
仏
名
を
一
度
唱
え
る
と
、
口
よ
り
一
筋
の
光
明
が
出

で
、
十
声
、
百
声
唱
え
て
も
や
は
り
光
明
が
出
た
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
こ
で
口
よ
り
出
る
と
さ
れ
る
の
は
光
明
で
あ
り
、
仏
と
は
記
し

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
小
林
太
市
郎
氏
は
「
後
善
導
」
と
呼
ば
れ

善
導
の
後
代
に
活
躍
し
た
少
康
に
も
同
様
の
奇
瑞
の
記
述
が
あ
り
、
し
か
も
こ

の
場
合
口
よ
り
出
る
の
は
光
明
で
は
な
く
仏
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
唐
代
あ
る

い
は
そ
れ
以
後
の
成
立
当
初
、
合
掌
僧
が
口
よ
り
化
仏
を
出
す
図
像
が
実
は
少

康
を
示
し
て
い
た
可
能
性
を
述
べ
る（

（
（

。
そ
れ
と
同
時
に
南
宋
本
を
写
し
た
と
さ

れ
る
、
知
恩
寺
本
の
賛
に
あ
る
「
紹
興
辛
巳
」（
一
一
六
一
）
の
年
記
が
示
す
よ

う
に
、
既
に
南
宋
の
時
点
で
は
こ
の
図
像
は
善
導
像
と
し
て
通
用
し
て
い
た
と

す
る
。
知
恩
寺
本
の
賛
全
文
は
次
の
通
り
。

唐
善
導
和
尚
真
像

　

四
明
傳
法
比
丘
曇
省
讃

善
導
念
佛
、
佛
従
口
出
、
信
者
皆
見
、
知
非
幻
術
、
是
心
是
佛
、
人

人
具
定
、
欲
知
善
導
、
妙
在
純
熟
、
心
池
水
靜
、
佛
月
垂
光
、
葉
風

起
波
、
生
佛
殊
迴
、

　
　
　
　

紹
興
辛
巳
二
月
一
日

日
本
に
お
け
る
図
像
の
受
容
に
関
し
て
は
、
こ
の
知
恩
寺
本
の
賛
か
ら
考
察

し
た
裏
辻
憲
道
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
裏
辻
氏
は
法
然
が
行
っ
た
逆
修
説
法
の
記

録
の
異
本
で
あ
る
滋
賀
・
浄
厳
院
『
無
縁
集
』
五
七
日
の
条
に
次
の
様
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
了
慧
（
寛
元
元

−

元
徳
二
、
一
二
四
三

−

一
三
三
〇
）
が
法
然
の

法
語
集
『
漢
語
燈
録
』
を
集
録
す
る
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
以
前
に
曇
省

の
賛
が
知
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
知
恩
寺
本
の
祖
本
と
な
っ
た
よ
う
な
画
像
が

存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
６
）
。

（
前
略
）
導
和
尚
ノ
念
佛
シ
給
ニ
ハ
口
ヨ
リ
佛
出
給
フ
、
曇
省
讃
曰

善
導
念
佛
ス
レ
バ
佛
從
口
出
云
々
（
後
略
）

更
に
補
足
す
る
な
ら
ば
、親
鸞（
承
安
三

−

弘
長
二
、一
一
七
三

−

一
二
六
二
）

が
法
然
の
法
語
類
を
編
纂
し
た
『
西
方
指
南
抄
』（
康
元
二
、
一
二
五
七
）
に
も

ま
た
同
様
の
文
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る（

（
（

。
次
の
通
り
。

（
前
略
）
導
和
尚
ノ
念
佛
シ
タ
マ
フ
ニ
ハ
、口
ヨ
リ
佛
出
タ
マ
フ
。曇
省

ノ
讃
ニ
云
。
善
導
念
佛
佛
從
口
出
ト
イ
ヘ
リ
。
同
念
佛
ヲ
マ
フ
ス
ト
モ
。

カ
マ
エ
テ 

善
導
ノ
コ
ト
ク
。
口
ヨ
リ
佛
出
タ
マ
フ
ハ
カ
リ
。（
後
略
）

こ
の
『
西
方
指
南
抄
』
の
例
に
よ
っ
て
、
曇
省
の
賛
が
少
な
く
と
も
康
元
二

年
の
編
纂
以
前
に
は
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
善
導
が
口
か
ら
仏
を
出
現
さ
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せ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
裏
書
に
つ
い
て

本
図
の
裏
面
に
は
、
中
部
（
裏
書
①
、【
図
5
】）
と
下
部
（
裏
書
②
、【
図
6
】）

に
、
現
状
の
総
裏
の
紙
色
よ
り
幾
分
黄
変
し
た
紙
が
貼
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
裏
書
は
現
状
に
修
理
さ
れ
た
際
に
旧
表
具
か
ら
切
り
取
ら
れ
貼
り
付
け
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

【
裏
書
①
】善

導
大
師
鏡
御
影

【
裏
書
②
】善

導
大
師
鏡
御
影

奉
寄
附
筑
前
州
福
𦊆
住

　
　
　
　

常
念
寺
桂
空

寛
永
十
三
年

三
月
十
四
日　

真
空
代

洛
東
禅
林
寺
什
物

寛
文
十
三
年
癸
丑

暦

九
月
十
日
羪
空
代
修
補
之

裏
書
①
と
②
は
手
が
異
な
る
。
①
の
方
は
擦
れ
が
多
い
た
め
、
②
よ
り
古
い

旧
表
装
の
題
簽
を
貼
付
け
た
も
の
か
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
伝
来
を
示
す
②

で
あ
る
。

【
裏
書
②
】

・【
一
段
目
】
善
導
大
師
鏡
御
影

　

裏
書
①
と
同
様
、
題
名
で
あ
る
。

・【
二
段
目
・
三
段
目
】
奉
寄
附
筑
前
州
福
𦊆
住　

常
念
寺
桂
空

筑
前
州
福
𦊆
と
は
筑
前
国
福
岡
を
指
し
、「
常
念
寺
」
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

現
在
福
岡
市
中
央
区
大
手
門
に
あ
る
「
浄
念
寺
」
の
事
と
思
わ
れ
る
（
以
下
、

浄
念
寺
）。
こ
の
浄
念
寺
の
住
持
「
桂
空
」
な
る
人
物
が
、
本
図
を
禅
林
寺
に

寄
付
し
た
こ
と
を
記
す
。

浄
念
寺
に
つ
い
て
は
（
加
藤
純
一
・
鷹
取
周
成
編
、
寛
政
十
一
、
一
七
九
九
）

『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』 

に
詳
細
が
載
る（

（
（

。
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

浄
念
寺
は
浄
土
宗
西
山
派
、
京
都
禅
林
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
開
山
は
桂
空

舜
道
（
？

−

正
保
二
、
一
六
四
五
）、
筑
前
国
志
摩
郡
波
多
江
村
（
現
在
の
福
岡

県
前
原
市
）
出
身
。
両
親
を
早
く
に
亡
く
し
て
剃
染
の
身
と
な
る
。
そ
の
後
師

を
求
め
て
諸
国
を
遍
歴
し
、
豊
前
国
の
合
元
寺
（
現
在
の
大
分
県
中
津
市
）
の

開
山
空
誉
（
？

−

慶
長
十
六
、
一
六
一
一
）
に
出
会
う
。
空
譽
に
師
事
し
た
後
、

師
の
勧
め
で
上
京
し
、
西
山
派
本
山
で
あ
る
粟
生
の
光
明
寺
に
掛
錫
し
た
。
帰

国
後
し
ば
ら
く
は
裏
糟
屋
郡
新
宮
浦
（
現
在
の
福
岡
県
糟
屋
郡
）
の
西
念
寺
に

住
し
た
。
黒
田
長
政
（
永
禄
十
一

−

元
和
九
、
一
五
六
八

−

一
六
二
三
）
が
筑

前
国
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
に
従
い
、
空
譽
が
福
岡
の
智
福
寺
に
住
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
桂
空
は
師
を
慕
っ
て
福
岡
に
入
り
、
寺
院
の
開
創
を
志
願
し
長
政
に
寺

地
を
賜
り
海
龍
山
常
念
寺
を
開
い
た
。
櫛
橋
宗
雪
、
佐
谷
隆
齋
、
團
安
兵
衞
、

白
石
監
物
な
ど
が
壇
徒
と
な
り
協
力
し
て
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
本
堂

が
落
成
し
た
。
同
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
桂
空
は
再
び
上
京
し
、
本
山
禅
林

寺
に
執
奏
を
依
頼
し
綸
旨
を
得
た
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
七
九
歳
に
て
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寂
し
た
。
第
四
世
の
泰
峯
が
寺
号
の
「
常
」
の
字
を
「
浄
」
に
改
め
た
。
ま
た

寺
内
に
は
、
智
福
寺
住
空
譽
守
欣
大
和
尚
と
記
し
た
位
牌
と
墓
が
あ
る
。

以
上
が
大
略
で
あ
る
。

な
お
『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
の
本
編
で
あ
る
『
筑
前
国
続
風
土
記
』 （
貝

原
益
軒
著
、
元
禄
十
六
、
一
七
〇
三
）
に
も
浄
念
寺
に
つ
い
て
若
干
説
明
が
あ

る（
（
（

。
そ
こ
に
は
、「
此
寺
及
大
長
寺
は
国
中
浄
土
宗
西
山
派
の
号
令
を
掌
る
。」

と
あ
り
、
筑
前
国
の
西
山
派
寺
院
の
中
で
も
上
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

大
長
寺
と
は
同
じ
く
福
岡
の
東
職
人
町
（
現
在
の
福
岡
市
中
央
区
）
の
浄
土
宗

西
山
派
の
寺
院
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
筑
前
名
所
図
会
』（
奥
村
蘭
玉
著
、
文
政
四
、
一
八
二
一
）
で
も
鳥

瞰
図
が
描
か
れ
て
お
り
、
江
戸
後
期
に
は
名
所
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る（
（1
（

。
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）の
福
岡
大
空
襲
で
被
害
に
遭
っ
た
た
め
、

現
在
の
建
築
は
戦
後
の
再
建
に
な
る
。

以
上
、
浄
念
寺
の
概
略
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
図
は
筑
前
国
の

西
山
派
寺
院
で
あ
る
浄
念
寺
の
開
山
桂
空
に
よ
っ
て
禅
林
寺
に
寄
付
さ
れ
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
寄
付
の
動
機
に
関
わ
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
桂
空
の
師
で
あ
る
空
誉
（
？

−

慶
長
十
六
、
一
六
一
一
）
に
関
し

て
も
補
足
し
て
お
き
た
い
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
江
戸
時
代
の
『
筑

前
国
続
風
土
記
』『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
な
ど

の
諸
書
を
参
考
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
、『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
の
浄
念
寺
の
項

に
は
次
の
様
に
あ
る（
（1
（

。

空
誉
は
播
磨
国
明
石
の
人
、
高
砂
（
現
在
の
兵
庫
県
高
砂
市
）
の
西
山
派
寺

院
で
あ
る
十
輪
寺
の
雁
高
上
人
の
下
で
七
歳
に
て
剃
髪
し
、
十
六
歳
で
上
京
し

て
禅
林
寺
で
修
行
し
、二
十
歳
で
教
旨
を
修
め
た
。
そ
の
後
、天
正
十
五
年
（
一

五
八
七
）
に
黒
田
孝
高
（
天
文
十
五

−

慶
長
九
、
一
五
四
六

−

一
六
〇
四
）
が
、

豊
前
中
津
に
移
っ
た
際
に
は
随
従
し
、
当
地
に
合
元
寺
を
開
創
し
て
い
る
。
文

禄
・
慶
長
の
役
で
も
朝
鮮
に
渡
り
そ
の
陣
中
に
随
っ
た
と
い
う
。
孝
高
の
子
で

あ
る
長
政
が
筑
前
国
を
与
え
ら
れ
た
際
に
は
、
福
岡
の
橋
口
町
に
あ
っ
た
智
福

寺
（
現
在
は
廃
寺
）
を
居
住
寺
院
と
し
て
充
て
ら
れ
た
が
、
慶
長
十
六
年
（
一

六
一
一
）
八
月
六
日
に
長
政
に
処
刑
さ
れ
、
桂
空
が
夜
間
秘
か
に
空
譽
の
遺
骸

を
運
び
出
し
て
寺
中
に
葬
っ
た
。
後
に
は
願
を
立
て
れ
ば
成
就
す
る
と
し
て
、

空
譽
を
拝
す
る
者
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
八
月
朔
日
か
ら
六
日
ま
で
祭
礼

を
行
っ
て
い
る
。

以
上
が
大
略
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
ま
ず
播
磨
国
高
砂
の
西
山
派
寺
院
、
十
輪
寺
で
出
家

し
た
空
誉
が
後
に
禅
林
寺
で
学
び
、
同
国
姫
路
城
の
城
代
で
あ
っ
た
黒
田
孝
高

に
従
っ
て
豊
前
国
へ
下
り
、
そ
こ
で
桂
空
の
師
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鎮

西
派
が
多
数
派
の
国
に
あ
っ
て
、
桂
空
が
西
山
派
の
寺
院
を
開
創
し
た
経
緯
が

見
え
て
く
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
開
山
桂
空
と
そ
の
師
空
譽
の
結
び
つ
き
の
強
さ
及
び
当

寺
に
お
け
る
空
譽
の
存
在
感
の
大
き
さ
で
あ
る
。
空
譽
が
長
政
に
処
刑
さ
れ
た

理
由
に
は
諸
説
あ
る
が
、
寛
政
年
間
の
作
に
な
る
縁
起
に
よ
る
と
黒
田
家
の
家

臣
後
藤
基
次
が
出
奔
し
て
大
坂
城
に
籠
り
、
長
政
が
召
し
返
そ
う
と
す
る
も
基

次
は
従
わ
ず
、
そ
う
し
た
状
況
で
、
予
て
よ
り
昵
懇
で
あ
っ
た
空
誉
は
基
次
に

内
情
を
漏
ら
し
て
い
る
と
い
う
讒
言
に
遭
い
、
処
刑
さ
れ
た
の
だ
と
い
う（
（1
（

。
諸

説
あ
る
た
め
真
偽
不
明
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
寺
で
は
讒
言
に
よ
っ
て
処
刑
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

現
在
も
寺
域
の
一
角
に
は
空
誉
を
祀
っ
た
空
誉
堂
が
あ
る
。『
筑
前
国
続
風

土
記
附
録
』
に
「
肖
像
及
墳
墓
あ
り
」
と
記
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
空
譽
堂
の
原

型
が
寛
政
十
一
年
以
前
に
は
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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極
楽
往
生
を
目
指
す
浄
土
宗
徒
に
と
っ
て
、
処
刑
さ
れ
て
亡
く
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
非
常
に
酷
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
と
想
像
す
る
。
こ
の
師

の
刑
死
と
い
う
悲
痛
な
出
来
事
が
、
桂
空
個
人
に
留
ま
ら
ず
当
寺
で
脈
々
と
受

け
継
が
れ
る
空
譽
へ
の
尊
崇
そ
し
て
供
養
の
発
端
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

【
四
段
目
・
五
段
目
・
六
段
目
】

寛
永
十
三
年　

三
月
十
四
日　

真
空
代　

洛
東
禅
林
寺
什
物

寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）、
真
空
の
代
に
本
図
が
禅
林
寺
の
什
物
と
な
っ

た
と
あ
る
。『
禅
林
寺
誌
』 

に
よ
る
と
、「
真
空
」
と
あ
る
の
は
第
四
十
世
真
空

（
？

−

正
保
二
、一
六
四
五
）
で
あ
る（
（1
（

。
在
住
期
間
は
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）

か
ら
正
保
二
年
で
あ
り
、
本
図
が
寄
進
さ
れ
た
年
の
住
職
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。

ま
た
三
月
十
四
日
と
い
う
日
付
は
善
導
の
忌
日
と
見
做
さ
れ
て
い
た
日
付
で

あ
る（
（1
（

。
江
戸
中
期
に
活
躍
し
、
著
述
や
教
化
に
功
績
の
あ
る
浄
土
宗
僧
、
忍
澂

（
正
保
二

−

正
徳
元
、一
六
四
五

−

一
七
一
一
）に
よ
る
『
善
導
大
師
別
伝
纂
註
』

（
延
宝
八
、
一
六
八
〇
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る（
（1
（

。

（
前
略
）
怡
然
長
逝
去
春
秋
六
十
有
九
身
體
柔
軟
容
色
如
常
異
香
音
楽

久
而
方
歇
時
永
隆
二
年
三
月
十
四
日
獨
出
新
修
或
曰
三
月
二
十
七
日
示

寂
出
帝
王
年
代
録
二
（
中
略
）
永
隆
二
年
者
唐
高
宗
年
號
當
本
朝
四
十
代
天

武
天
皇
白
鳳
十
年
辛
巳
迄
今
歳
延
寶
八
年
庚
申
正
當
滿
一
千
歳
矣
忌

日
異
説
本
朝
通
用
三
月
十
四
日
也
（
後
略
）

つ
ま
り
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
時
点
で
、
善
導
の
忌
日
は
永
隆
二
年
三

月
十
四
日
と
二
七
日
の
二
説
あ
っ
た
が
、
本
朝
で
通
用
し
て
い
た
の
は
前
者
の

三
月
十
四
日
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
桂
空
は
善
導
の
忌
日
に
合
わ
せ
て
寄

付
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
と
い
う
年
は
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）

八
月
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
空
誉
の
二
五
回
忌
を
終
え
た
翌
年
に
当
た
る
。

本
図
を
寄
付
す
る
動
機
と
し
て
は
禅
林
寺
が
本
山
で
あ
る
か
ら
、
と
い
っ
た
単

な
る
本
末
関
係
の
み
な
ら
ず
、
桂
空
の
個
人
的
な
師
空
誉
へ
の
供
養
の
意
味
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

・【
七
段
目
・
八
段
目
】

寛
文
十
三
年
癸
丑
暦　

九
月
十
日
羪
空
代
修
補
之

寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
の
九
月
十
日
、
羪
空
の
代
に
本
図
を
修
理
し
た

旨
が
記
さ
れ
る
。
羪
空
と
あ
る
の
は
第
四
四
世
養
空
（
？

−

延
宝
七
年
、
一
六

七
九
）
で
あ
る
。
裏
書
②
は
養
空
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
旧
箱
蓋
も

現
存
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
七
段
目
、
八
段
目
の
裏
書
き
と
同
様
に
養
空
が
修

理
し
た
旨
が
書
か
れ
る
。

以
上
裏
書
②
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

本
図
は
寛
永
十
三
年
三
月
十
四
日
に
筑
前
国
福
岡
に
位
置
す
る
浄
土
宗
西
山

派
寺
院
、
浄
念
寺
の
開
山
桂
空
よ
り
、
本
山
禅
林
寺
に
寄
付
さ
れ
た
。
寄
付
時

の
住
持
は
第
四
十
世
真
空
、
寛
政
十
三
年
の
修
理
は
第
四
四
世
の
養
空
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

桂
空
が
本
図
を
寄
付
し
た
動
機
に
、
不
遇
の
死
を
遂
げ
た
師
、
空
譽
の
存
在

が
あ
っ
た
可
能
性
を
述
べ
た
。
空
譽
堂
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
、
現
代
に
ま
で
至

る
空
譽
へ
の
供
養
は
、
師
の
刑
死
に
接
し
た
桂
空
が
受
け
た
衝
撃
の
大
き
さ
を
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物
語
る
。
本
図
の
寄
付
は
本
末
関
係
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
空
譽
へ
の
供
養
を

兼
ね
た
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
善
導
の
法
衣
に
高
麗
の
文
様
が

施
さ
れ
た
の
は
偶
然
な
の
か
、
空
譽
の
朝
鮮
渡
航
の
経
歴
を
ほ
の
か
に
連
想
さ

せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

お
わ
り
に

先
に
法
衣
の
金
泥
文
様
が
高
麗
仏
画
の
模
倣
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
が
後

代
の
補
筆
で
あ
る
と
し
て
、
い
ず
れ
の
時
点
、
い
ず
れ
の
場
所
で
賦
さ
れ
た
か

明
確
な
答
え
は
出
せ
な
い
が
、
本
図
が
巡
っ
た
経
緯
と
し
て
一
つ
の
見
通
し
を

提
出
し
て
お
こ
う
。

本
図
の
寄
進
者
桂
空
が
開
創
し
た
浄
念
寺
が
建
つ
福
岡
の
地
は
、
大
陸
か
ら

の
仏
画
流
入
の
窓
口
で
あ
り
、
文
様
の
手
本
と
な
る
高
麗
仏
画
作
例
が
身
近
に

あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
地
理
的
状
況
下
で
、
異
国
の
仏
画
の
文

様
を
、
異
国
の
祖
師
の
法
衣
へ
と
転
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

寛
永
期
ま
で
に
筑
前
国
に
伝
来
し
て
い
た
鎌
倉
時
代
制
作
の
善
導
大
師
像
が
、

桂
空
が
入
手
し
た
時
点
か
或
い
は
そ
れ
以
前
に
、
法
衣
の
装
い
を
新
た
に
さ
れ
、

本
山
で
あ
る
禅
林
寺
へ
と
寄
付
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
想
像
の
域

を
出
な
い
が
、
現
時
点
で
得
ら
れ
た
資
料
か
ら
は
こ
の
様
な
経
緯
を
推
測
し
た

次
第
で
あ
る
。

�

（
大
阪
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

注（
1
）
作
品
解
説
『
京
都
・
永
観
堂
禅
林
寺
の
名
宝
』
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
九
六
年

（
2
）
高
間
由
香
里
「
知
恩
寺
所
蔵
重
要
文
化
財
善
導
大
師
像
に
つ
い
て
」『
芸
術
研
究
』

第
二
四
号
、
二
〇
一
一
年

（
3
）	

鄭
于
澤
「
静
粛
の
美
─
高
麗
仏
画
」『
高
麗
仏
画
─
香
り
た
つ
装
飾
美
─
』
泉
屋
博

古
館
・
根
津
美
術
館　

二
〇
一
六
年

（
4
）	『
大
正
蔵
』
巻
第
五
一
、
一
一
九
頁

（
5
）	

小
林
太
市
郎
「
高
僧
崇
拝
と
肖
像
の
芸
術
―
隋
唐
高
僧
像
序
論
」『
仏
教
芸
術
』
第

二
三
号
、
一
九
五
四
年

（
6
）	

裏
辻
憲
道
「
善
導
大
師
像
の
一
考
察
」『
仏
教
芸
術
』
第
六
号
、
一
九
五
〇
年

（
7
）	『
大
正
蔵
』
巻
第
八
三
、
八
六
一
頁

（
8
）	

加
藤
一
純
・
鷹
取
周
成
編
、
川
添
昭
二
・
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
校
訂
、『
筑
前
国

続
風
土
記
附
録
』
上
巻
、
文
献
出
版
、
一
九
七
七
年

（
9
）	

貝
原
益
軒
『
筑
前
国
続
風
土
記
』『
益
軒
全
集
』
巻
第
四
、
益
軒
全
集
刊
行
部
（
隆
文

館
内
）
一
九
一
〇

−

一
九
一
一
年

（
10
）	

奥
村
蘭
玉
、
春
日
古
文
書
を
読
む
会
校
訂
『
筑
前
名
所
図
会
』
文
献
出
版
、
一
九
八
五
年

（
11
）	

臼
井
浅
夫
編
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
は
明
治
五
年
か
ら
同
十
三
年
に
か
け
て
編
集
さ

れ
た
福
岡
県
（
旧
筑
前
国
一
五
郡
）
の
地
誌
。『
福
岡
県
史
』
近
代
史
料
編
（
十
二
）

福
岡
地
理
全
誌
（
一
）、
一
九
八
八
年

（
12
）	

前
掲
注
十
一

（
13
）	

稲
村
修
道
『
禅
林
寺
誌
』
法
蔵
館
、
一
九
一
三
年

（
14
）	『
平
戸
記
』
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
の
三
月
十
四
日
条
に
も
、
善
導
の
忌
日
に
二
説

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
既
に
鎌
倉
時
代
に
は
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。「
晴
、
今
日
有
善
導
和
尚
御
忌
日
之
説
実
廿
七
歟
、
而
故
空
阿
弥
陀
仏
有
此
説
」
ま
た
、

坪
井
俊
英
氏
に
よ
る
と
、善
導
の
入
滅
年
寺
を
明
記
す
る
も
の
は
北
宋
の
王
古
撰
『
新

修
往
生
伝
』
巻
中
（
逸
書
、『
類
従
五
祖
伝
』
の
中
に
引
用
さ
れ
る
の
み
。）
の
永
隆

二
年
三
月
十
四
日
の
ほ
か
に
は
『
帝
王
年
代
録
』
に
同
三
月
二
七
日
と
記
載
さ
れ
る

の
み
で
あ
る
。「
伝
法
に
お
け
る
半
金
色
善
導
像
の
形
成
」『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』

第
三
六
号
、
仏
教
大
学
学
会
、
一
九
三
九
年

（
15
）	『
浄
土
宗
全
書
』
巻
十
六
、
九
六
頁

付
記

本
図
掲
載
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し
た
、
永
観
堂
禅
林
寺
執
事
長
奥
垣
内
圭
哲
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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